
操業形態変更による省エネ

ポイント

温度低下時間
に合った操業変更

トメルナオスヤメル

カエルヒロウサゲル

湯温度が直間で下がりすぎる

予熱点火が必要

直間を短くし

予熱点火をとめた

1直 稼働操業時間

8時 14時 20時 2時 8時

2直 稼働

2直 稼働操業時間

点火溶解炉 点火

点火

点
火

点
火

点
火溶解炉

8時 14時 20時 2時 8時

変更前

変更後

余熱運転回数減
湯温度が下がりすぎる前に稼働再開

火を止めて2h15m後に余熱運転が必要なレベルに温度が下がる

直間︓3ｈ25ｍ 直間︓3ｈ25ｍ

直間︓2ｈ00ｍ 直間︓4ｈ40ｍ

1直 稼働

点火

余熱運転

2直目開始を前出し


